
皇
室
事
項

官
庁
報
告

日
本
貸
金
業
協
会
栃
木
県
支
部
所
在
地
の
変
更

変
更

前
変

更
後

栃
木
県
宇
都
宮
市
桜
二

丁
目
２
番
2
8号

栃
木
県
宇
都
宮
市
本
町

1
2番

1
1号

変
更
日
平
成
2
2年
４
月
５
日

名

称

住

所

保
安
検
査
を
行
う

事
業
所
の
名
称
及

び
所
在
地

指
定
の
区
分

指
定
す
る
地
域

指
定
年
月
日

川
崎
造
船
検

査
株
式
会
社

兵
庫
県
神
戸
市

中
央
区
東
川
崎

町
三
丁
目
一
e

一

川
崎
造
船
検
査
株

式
会
社

坂
出
事

業
所

香
川
県
坂
出
市
川

崎
町
一
番
地

液
化
石
油
ガ
ス
保

安
規
則
第
七
十
八

条
第
四
項
で
規
定

す
る
特
定
施
設
の

保
安
検
査

徳
島
県
、香
川
県
、

愛
媛
県
、
高
知
県

平
成
二
十
二

年
四
月
一
日

一
般
高
圧
ガ
ス
保

安
規
則
第
八
十
条

第
四
項
で
規
定
す

る
特
定
施
設
の
保

る
特
定
施
設
の
保

安
検
査（
た
だ
し
、

毒
性
ガ
ス
及
び
特

殊
高
圧
ガ
ス
に
係

る
特
定
施
設
を
除

く
）

平成™™年›月™�日 火曜日 第œš—™号官 報
行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
四
月
二
十
一
日
午
後
三
時
十
三

分
御
出
門
、
二
千
十
年
（
第
二
十
六
回
）
日
本
国
際
賞
授

賞
式
に
御
臨
席
の
た
め
国
立
劇
場
（
千
代
田
区
）
へ
行
幸

啓
、
同
五
時
一
分
還
幸
啓
、
同
六
時
三
十
一
分
御
出
門
、

同
祝
宴
に
御
臨
席
の
た
め
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
同

区
）
へ
行
幸
啓
、
同
九
時
二
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
四
月
二
十
六
日
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の
国
祭

日
に
つ
き
、
同
月
二
十
三
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電

を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
三

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
貸
金
業
協
会
よ
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
一
条
の
十
二
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

貸
金
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

の
変
更

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
二
十
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
明
海
に
お
け
る
が

ざ
み
の
採
捕
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
会
長

橋
本

明
彦

１

指
示
の
内
容

有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
有
明
海
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
十
五
日
ま
で
の
間
は
、
た
も
網

そ
の
他
の
す
く
い
網
に
よ
り
が
ざ
み
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

指
定
保
安
検
査
機
関
の
指
定
に
関
す
る
公
示

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
委
任
さ
れ
た

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
指
定
保
安
検
査
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
同
令
同
条
同
項
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
委
任
さ
れ
た
同
法
第
七
十
四
条
の

二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

中
国
四
国
産
業
保
安
監
督
部
長

中
村

良
明

指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
命
令
に
係
る
公
示

建
築
基
準
法
（
昭
和
2
5年
法
律
第
2
0
1号
。
以
下
、「
法
」

と
い
う
。）第

7
7条
の
3
0第
１
項
の
規
定
に
よ
る
監
督
命
令

を
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
４
月

2
7
日

近
畿
地
方
整
備
局
長
上
総
周
平

１
監
督
命
令
を
し
た
年
月
日
平
成
2
2年
４
月
７
日

２
監
督
命
令
を
受
け
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
名
称
及

び
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
株
式
会

社
近
畿
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
西
宮
市
池
田
町

９
番
７
`
2
1
5号

代
表
取
締
役
礒
野
幸
夫

３
監
督
命
令
の
内
容

１
．
業
務
改
善
計
画
書
の
提
出

確
認
検
査
の
業
務
に
従
事
す
る
確
認
検
査
員
が
、

法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
完
了
検
査
に
お
い
て
著
し

く
不
適
切
な
判
断
を
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
法
令
遵
守

を
社
内
に
徹
底
す
る
た
め
業
務
改
善
計
画
書
を
当
職

に
平
成
2
2年
５
月
６
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

２
．
業
務
の
実
施
に
関
す
る
定
期
的
な
報
告

確
認
検
査
の
業
務
の
公
正
か
つ
適
確
な
実
施
の
確

保
の
た
め
、
こ
の
命
令
の
日
か
ら
６
月
間
、
業
務
改

善
計
画
書
に
基
づ
く
業
務
の
実
施
状
況
を
３
ヶ
月
に

一
回
当
職
に
報
告
す
る
こ
と
。

４
監
督
命
令
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
法
第
７
条
の
２

第
１
項
の
完
了
検
査
に
お
い
て
、
実
地
に
お
い
て
検
査

す
べ
き
部
分
に
つ
い
て
こ
れ
を
行
わ
ず
検
査
済
証
を
交

付
し
た
。公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

東
北
経
済
産
業
局
長

数
井

寛

一

件
名

男
鹿
市
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更

の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

午
後
二
時

か
ら

三

場
所

男
鹿
市
商
工
会
館

大
会
議
室
（
男
鹿
市
船

川
港
船
川
字
新
浜
町
五
十
番
地
）

四

事
案
の
要
旨

１

購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
等
に
伴
う
一
般
ガ
ス

供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
伴
い
、
ガ

ス
料
金
を
平
均
十
・
六
三
％
引
き
上
げ
る
。）

２

詳
細
は
、
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

本
町
三
丁
目
三
番
一
号
仙
台
合
同
庁
舎
）
並
び
に
男

鹿
市
役
所
若
美
庁
舎
（
秋
田
県
男
鹿
市
角
間
崎
字
家

ノ
下
四
五
二
番
地
）
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

東
北
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
男
鹿

市
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し
て
、
平

成
二
十
二
年
五
月
十
一
日
ま
で
に
東
北
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
郵

便
番
号
九
八
〇
e

八
四
〇
三

宮
城
県
仙
台
市
青
葉

区
本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合
同
庁
舎
）
に
到

達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
意
見
陳
述
の

届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
東
北
経
済
産
業
局
長
が
意

見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指
定
の
上
、
そ
の

旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
男
鹿
市
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」

の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必
ず
明
記

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、一
人
一
通
に
限
る
。）に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
五
月
十
一
日
ま
で
に
東
北
経
済
産
業

局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課

（
郵
便
番
号
九
八
〇
e

八
四
〇
三

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合
同
庁
舎
）

に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。
な
お
、
傍
聴
申

込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
傍
聴
者
を
指

定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通
知
す
る
。
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